



Fritz Heider’s “Thing and Medium”:























































































Luhmann 1997a: 190 ff.＝2009: 209以下 ; Luh-































（Luhmann 1995: 167＝2004: 555-556 （注 4）， 
1997a: 196＝2009: 717-718 （注12））3）。
ただしルーマンは，ハイダーが知覚の客観
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ド・H・ケリー（Kelley 1960; cf. Kelley 1967, 
1984）やエドワード・E・ジョーンズ（Jones 
and Davis 1965; cf. Jones et al. 1971）らの紹介
により，バランス理論や帰属理論の提唱者と










問題心理学研究会（The Society for the Psy-






会 か ら 特 別 科 学 功 労 賞 を 受 賞 し て い る
（American Psychological Association 1965）。






















































いう（Heider 1983a: 49-50＝1988: 49-50）。そ
して1926年に『シンポジオン』誌（Symposion: 











































































　　　（Brunswik 1952: 91＝1974: 132）。
上記引用箇所に再掲された注記の中で，ブ
































































































の 問 題 は 知 覚 シ ス テ ム の 遂 行 相





















るという（Heider 1983a: 132＝1988: 138）33）。
そ し て「社 会 的 知 覚 と 現 象 的 因 果 性」
（Heider 1944）では，知覚研究の成果を対人
関係の研究へ応用した流れがよく示されてい
る（cf. Ickes and Harvey 1978: 169）。ハイダー





























































































ように（Heider 1958a: 9＝1978: 11），「当事者
たちが用いる意味の水準で対人関係を研究」

































































得する」（Heider 1988a: 116, §295）と記すな
ど，「物とメディア」についての記述を多く
残 し て い る（cf. Heider 1988a: 115-117, 154-












（Heider 1976, 1980, 1983b）や 自 伝（Heider 







（cf. Malle and Ickes 2000: 166; Reisenzein and 
Rudolph 2008; Malle 2011）や，ハイダー以後
― 55 ―
フリッツ・ハイダーの「物とメディア」について（梅村　麦生）
への影響やその後の発展（cf. Weary et al. 
1980; Cartwright and Kelley 1987: xv-xix; Rei-







2001: 203-233, esp. 225-232; Wolf 2004; Huber 
2007: insb. 392-393; Reisenzein and Mchitarjan 
2008; Rudolf and Reisenzein 2008; Mahr 2010a, 






























































































































































































































































































































































る（cf. Luhmann 1965: 65-66＝1989: 96, 130, 
1978: 241, 251-252 （Anm.19-22）, 1984: 308＝
























＝1993: 352, 413 （注19））。
5）　同講義録の編者ベッカーはこの箇所の編注で
ルーマンの「認識としての構成」を文献指示し
て い る。特 に Luhmann（1988: 35-36, 54 （Anm. 






















Psychological Association 1965: 1083-1084; Heider 









た（cf. Heider 2005: Box 27, Folder 12: Letters, 
Postcards, Report Card 1921; Heider 1983a: 23, 62
＝1988: 23, 62）。
9）　ベルリン大学で聴講生をしていた1921-1922
年の受講許可証が Heider（2005: Box 27, Folder 
















述べている（Heider 1983a: 82-83＝1988: 85-86; 
















育促進協会（American Association to Promote the 
Teaching of Speech to the Deaf）が発行していた
雑誌が『ボルタ・レビュー』（Volta Review: An 







究については，Heider（1934, 1943），Heider and 






















を集めている（cf .  Lück 2006 ;  Gordon and 
Roemmele 2014）。ちなみに，その最初の実験論
文の共著者で当時ハイダーの学生であったマリ






























学 会 報 告 や 書 評 と し て，Heider（1947, 1955, 
















動科学研究所（Center for Advanced Study in the 
Behavioral Sciences）に奨学生として来ていたと
きから8年越しのプロジェクトだったと記して
いる（Benesh-Weiner 1987: xxxvii; cf. Benesh and 
Weiner 1982; Marijana Benesh-Weiner to Grace 
Heider, "How Fritz's notebooks came to be pub-
lished," in: Heider 2005: Box 38, Folder 19: Articles 




ン（Heider, G. M. 2011）もジョン・ハイダーか
らの寄贈により設けられている。
24）　Heider（2005: Box 38, Folder 30）に「物とメ





















































Encyclopedia of Unified Science, 1938-1969; cf. 













＝1988: 138; cf. Heider 1988a: 43-50）。自伝ではカ
ルナップやノイラートとのエピソードも紹介され
ているが，同様の印象を残している（Heider 
















































rie der Vermittlung,＂ archived in: Heider 2005: Box 
23, Folder 29: Talks, Drafts of Papers）がある。「感
覚質の主観性について」では，『色の現象様式
とそれに対する個人的経験の影響』（Katz 1911）

















（Schuetz 1945: 534＝1985: 11-12）を参照指示し








ていたが（cv. Heider 1958a: 9＝1978: 11），シュッ
ツは同様の構想を，日常生活の行為者による一
次の構成概念に対する社会科学における「二次
の構成概念（constructs of the second degree）」と
して論じている（cf. Schutz 1954: 266-267, 269-
270＝1983: 122-123, 126-127; 梅村2014: 76-79）。
38）　ギブソンとバーカーの生態学的心理学につ
い て は 特 に Gibson（1950＝2011, 1979＝1985）
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人物宛ての手紙に記し，その後の返事はなかっ























ていたという（Heider 1983a: 4＝1988: 5）。
42）　ただしハイダーは認知的側面にとどまる単
なる物の知覚と，価値判断に関わる美術鑑賞と
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